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中野市国民健康保険事業の運営に関する協議会 会議録（要約） 

 

日 時 令和８年２月５日（木） 13：30～14：20 

会 場 中野市役所５階 会議室 52、53 

出席者 

【委員】 

酒井委員、古川委員、山口委員、池田委員、北村委員、飯田委員、畔上委員、 

夏目委員、矢野委員、岸田委員、坂口委員、浅野委員、仁科委員、神戸委員、 

岩下委員 

 

【市（事務局）】 

くらしと文化部長、市民課長、国保年金係長、国保年金係員、健康づくり課 

健康管理係員、 

 

欠席者 

 

熊木委員 

 

次第 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 協議事項 

(1)  議事録署名委員の指名 

(2)  国民健康保険事業納付金及び国民健康保険税率について 

(3)  令和８年度中野市国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算(案)について 

(4)  令和８年度国民健康保険事業計画(案)について 

(5)  その他 

４ その他 

５ 閉会 

 

資料 

資料１  国民健康保険事業納付金及び国民健康保険税率について 

資料２  令和８年度中野市国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算(案)について 

資料３  令和８年度中野市国民健康保険事業計画(案)について 

(別紙１) 子ども・子育て支援金制度リーフレット 

(別紙２) 長野県国民健康保険運営方針の改定について  
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１ 開会 

（市民課長） 

 

２ あいさつ 

  （くらしと文化部長）（会長） 

 

３ 協議事項 

(1) 議事録署名委員の指名 

会長から、北村委員、岸田委員が指名された。 

(2) 国民健康保険事業納付金及び国民健康保険税率について 

【事務局】 

 （資料を説明） 

【委員】 

     国保税率の中で、なぜ資産割を廃止しなければいけないのか理由を教えてほしい。 

    【事務局】 

     資産割というのは、固定資産税額に対して税率をかけて賦課するため、昔から二重課税

ではないかとの議論がなされてきており、国において資産割の賦課を廃止するとの方針

が出され、それを受けて県の運営方針にも、資産割を廃止すると示されました。 

(3) 令和８年度中野市国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算(案)について 

【事務局】 

    （資料を説明） 

   【委員】 

    増減率が二桁になっているところを再度説明してほしい。 

   【事務局】 

    歳入からご説明致します。 

    １款国保税中、一般被保険者滞納繰越分 36.62%の減ですが、滞納処分、不納欠損を早期

に実施し、滞納額の縮小に努めているため減額の見込みとしました。 

    退職被保険者滞納繰越分 56.0%の減につきましては、既に制度廃止で新たな滞納者はお

らず、年々減っているところです。 

    ５款財産収入ですが、基金の利率上昇により増額見込みとしています。 

    歳出のご説明を致します。 

    ４款保険事業費、13.57%の減ですが、こちらの内容は健診委託料になります。令和８年

度から新規事業として個別健診を開始するため、集団健診の見込み人数を減らし、その

分個別健診で予算計上しました。全体の人数を減らしているため予算が減額となってい

ます。また、生活習慣病重症化予防未治療者・中断者等電話勧奨委託につきまして、今

年度事業を実施してみた結果、事業自体に見直しが必要であると判断し、令和８年度は

一旦事業を見送りすることとしたため減額となっています。 

    ５款基金積立金、387.64%の増ですが、こちらは、基金の利率が上がったことによる増

額となります。 
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    ６款諸支出金、償還金・その他還付金ですが、こちらは保険給付費等交付金の前年度清

算金などで、清算しないと確定しない額であり、今年度の状況から令和８年度は減額と

しました。 

   【委員】 

    保健事業費の集団健診と個別健診の単価を比較するとどうか。 

   【事務局】 

    個別健診のほうが単価自体は高いです。被保険者数自体が減っているため、全体的に健

診費用の予算額は下がっています。 

    

  （4）令和８年度中野市国民健康保険事業計画(案)について 

    【事務局】 

     （資料を説明） 

    【委員】 

     人材育成の推進ということで、他市ではサークルや公民館などの健康講座などで学んだ

当事者自身が、推進委員になって教えたり健康づくりの推進をしていくことで、経費を

削減しているという話を聞いたが、中野市の状況を教えてほしい。 

    【事務局】 

中野市では、健康教育的な部分では、高齢者の事業の中で「サポーター養成講座」と言

うものがあり、住民の方が講座などで学んだことを、自主グループの中でリーダー的な

存在となって健康づくりの推進をしていくということを行っています。生活習慣病など

の疾病の予防の観点からは、住民の方が率先してという形ではありませんが、今まで保

健補導員制度というのがあり、補導員会で学んだことをできるだけ地域に普及させてい

くなど地域に根差した活動を行ってきた経過はあります。ただし保健補導員制度は、今

年度の３月末で解散の方向で動いていますので、そのあとに続く活動として、まだ計画

の段階ではありますが健康サポーターという形で立ち上げを検討しています。 

  （5）その他 

    【事務局・委員】 

      特になし 

 

４ その他 

【事務局・委員】 

 特になし 

 

５ 閉会 

 

                              終了  14 時 20 分 

 

 

 


